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▼「外環凍結」の経験を





  大きな企業や行政を相手にするときの住民・市民の非力を痛感しますが、外環が高架で計画された時、２０００人の国会デモで中止(凍結)になった、というのは希望です。決して声が届かないだけではないのだと。市民の財産について、企業や国の対応が余りにずさんなことに怒りを感じます。この対応は決してトンネル工事だけに限るものではないと思います。また、リニアは、市民の財産の面でも環境面でも、電力の面でも再生可能な社会としても許されないと思います。（堀北理枝子、富士見町）





▼母校の下を通る…ショック





　「アサココ」を見て初めて参加しました。外環道、リニアには以前から関心がありましたが、きょう参加して、初めて外環道が善福寺池の南にある母校の東京女子大の下を通ることを知りました。リニアではやはり中、高の時代の母校の田園調布学園の下を通ることを知り、自分の青春時代がつぶされたようなショックを受けています。住宅もですが、学校の下を通るなんて想像を絶する思いです。中、高、大学の同窓会報でも全く知らされていないことに全く驚くばかりです。


　50年以上前、田園調布学園では環８ができ、騒音と光化学スモッグがひどくなりました。リニアの電磁波は容認できるものではありません。（江口康子、日野市）





▼大深度法の非人間性





　大深度地下利用法の非人間性が、理論的にも、現実的にも明らかになったように思います。 （無記名）





▼一つひとつ抵抗を





　内容、問題がよくわかりました。一つひとつ抵抗して止めなければなりませんね。（河野良彦、布田）





▼考える自分でありたい





  福島の原発の問題、調布の陥没の問題、１人でも多くの人が自分の身に起きたときどうすれば良いのか、考えてほしいと思いました。


　私も他人事だったことが自分の身に起きて、初めて沢山の経験をし、知識を得なければ大きな力には立ち向かうことができないと感じました。１人の力では何もできず、大きな組織のとてつもない力に自分の無力さを感じました。どんな風にどんな方法で力をつけることができるのか、一人ひとりが自分のこととして考えるにはどうしたらいいのか。この年齢(74歳)になって恥ずかしながら無力を感じます。どんなことも自分の身になって考える。難しいがこれらは少しでも考える自分でありたい。何事も知ろうとする気持ちを大切にしたいと思います。（無記名）





▼調布だけの問題ではない





  「人間は自然に対してもっと謙虚にならなければいけないのに３・11の後も学んでいない」とは三木さんの話。陥没事故は調布だけではなく日本全体の問題です。考えなければいけないと改めて思いました。貴重なお話を聞ける機会をありがとうございました。（匿名、東つつじヶ丘）





▼住宅は人権





　それぞれ報告は大変わかりやすく、よくわかりました。当事者の話が特に良かった。外環からリニアまで法的つながりがあり、その上に住んでいるものにとってはとても落ち着いて住んでいることができない。「住宅は人権」というが、その通りだと思う。（田岡恭子、狛江市）





▼民主主義の陥没





　調布の住人ですが、今日は地域の問題としてだけでなく、三鷹市の問題やリニア新幹線の問題ともリンクされていて、憲法および｢民主主義の陥没｣として、貴重な問題提起をしていただいた。「工事中止」を強く要望する。（無記名）





　　<４面に続く>











第191号（３面）2021年04月20日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





第166回(５月)例会


コロナ･人権･憲法 (仮題) 


お話：清水 雅彦さん


 　　　　日本体育大学 スポーツマネ


　　　　 ジメント学部教授（憲法学）


　　　　 九条の会世話人


日時：５月２３日(日)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円





●たづくりまつり2021(6/11～13)参加企画


　　　　　　　　 第167回(６月)例会


　　　　　人権としての医療 


　　　　　　　　 　 都立･公社病院の地方独立行政


                   法人化では都民の命を守れない


　　　　　　　お話：矢吹 義則さん


　　　　　　　　　　　　　　　東京自治労連委員長


日時：６月１２日(土)10:30


場所：たづくり｢映像シアター｣参加費300円





第168回(７月)例会


デジタル改革関連法の諸問題 


お話：大住 広太さん　弁護士


日時：７月１１日(日)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円
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<２面から続く>





　ＺＯＯＭ質問　百ｍ間隔のボーリングの予定は？


　野村　丁寧な調査をすると問題になるからやらないのではないか。三鷹でもやらせたい。調布も市民が突き上げてほしい。事業者は、トンネルの中に水が入ってこなければ良い、外には関心がない。地盤補修で「住宅を取り壊す」というのは寝耳に水。記者会見で初めて知った。


　丸山　既にシールドマシーンが通った所は？


　参加者　世田谷では既に２本のトンネルが掘られた。陥没や空洞のようなニュースはないが、振動・変形がある。住民は調査を望むと同時に、資産価値下落を恐れている。全線ができて道路として車が通行し始めたら、振動・騒音・排気が日常的に問題になる。


▼遅れている調布市の対応


　参加者　調布市では都市整備部街づくり事業課事業計画係が担当していたが、４月から外環担当がおかれたので注目を。


　参加者　世田谷区も業者へ｢伝えます｣という対応が多い。区が要請した、ネクスコの路面下空洞調査(１・５ｍまで)により18カ所の異常信号がみつかった。ネクスコが開削調査しないので区が実施中。費用負担は協議中。


　野村　調布市は市域のほとんどが大深度なので担当ポストがなかった。陥没事故が起きたので初めて設置した。


　三鷹市は中央ジャンクション工事現場全体を深く掘ってるので担当課を置いてきた。武蔵野市は「外環の２」という地上道路の問題があるので、無視できず担当を置いた。杉並区は、町会ぐるみの家屋調査拒否の闘いもある。７区市それぞれだが、何かあると７区市が連携して｢外環ネット｣として活動してきている。





（むらき数子・記）




















